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　　　　 第１号様式（第７条関係）

認 証 番 号

エネルギー原単位＝１％低減（当年度計画比）
廃棄物社会循環比率＝１％向上（前年度比）

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容

【省エネルギー】
熱処理用巻取機のインバータ制御、トップランナー変圧器への更新、高効率コン
プレッサーへの更新、省エネベルトの採用、ＬＥＤ照明への更新、高効率エアコ
ンへの更新
【廃棄物３Ｒ】
汚泥、廃油、廃酸、廃プラスチック類、木くず等の排出量抑制及び、リサイクル
処分への転換

（ 宛 先 ） 京 都 市 長

報告者の住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地）
  京都市右京区梅津西浦町１４番地

適 用 範 囲

　　　　　　　　 　　　　平成 27年　7月　22日

サンコール（株）本社工場､豊田工場､広瀬工場､国内営業所
サンコールエンジニアリング（株）
サンコール菊池（株）

環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 名 称

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

第三者によるISO14001認証審査、内部環境監査及び、環境マネジ
メントレビューにおいて、システムの妥当性と有効性を評価して
いる。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

【省エネルギー】
高効率コンプレッサーへの更新(H26年7月)
アウトエアー取込み経路変更による空調効率UP(H26年9月)
【廃棄物３Ｒ】
汚泥、廃酸、廃油、廃プラ、金属くず等のリサイクル処分、
廃油・廃プラスチック類の社内分別促進と有価売却等

環境マネジメントシステム導入報告書

ＩＳＯ１４００１：２００４

報告者の氏名（法人にあっては，名称及び代表者名）
　サンコール株式会社
　代表取締役社長　　山主　千尋

　京都市地球温暖化対策条例第２２条第２項の規定により報告します。

導 入 年 月 日 １９９９年　　８月　２６日　　　　　　　　　 　

注　認証番号の欄は，導入した環境マネジメントシステムについて第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

地球社会の一員として、公徳優先、人間尊重をベースに技術集約型精密製品の創
造をビジネステーマとした事業活動の中で、自然環境の保全に万全を期すととも
に、貴重な資源を大切にし、地球環境に貢献します。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

当社様式『法順守年度計画書兼順守評価表』に、法定届出、環境
測定等の実施計画を盛り込み、これに沿って遅延無く対応してい
る。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

当初計画通りに取り組むことができている。

基 本 方 針
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